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　２　　１　　　　　　　ま友課と減　接だ室さに　要大に　て議
　ゝ　　ゝ　　　　　　　しの長し額し手がのぃ来大望臣参十の会

額特し特　　　　　　　た会にてｏか渡行脚･夕だ蔵をそ集二陳に-

し定て定　　　　　　　゜か而も資しすわ下とｏ省行のし月情で
｀疾く疾　　　大　　　　ら会役料難これでねでにぃ他　｀二をは

難患だ患　　　蔵　　　　はを活を病と　｀参ばす訃ま各地十行仙

病調さ治　　　／ｓ　　　　富し折厚関が私加ｊかぃし局域三ぃの

の査ぃ療　　　ｉ　　　　田　｀衝生係でた者　｀らてた抽団日ま団

原研゜研　　　へ　　　　・協に省予きち三渡ぜぱ当体午し体

因究　究　　　　　　　　河力期難算まの十辺ひ全　課も前だと

究事　事　　　の　　　　村を待病はし声名大私国　に含十・合

明業　業　　　要　　　　・がし対　｀たとと蔵たの　グめ一　回

・の　の　　　句i　　　　森願た策昨゜要而大ち患　ルて時　で

治予　対　　　jif　　　　田ぃぃ課年　望会臣の者　｜厚に　復

療算　象　　　漣!　　　　委ぃとょょ　書がに声代　プ生厚　活

法を　疾　　　四　　　　員だ再ｊね　が予三を表　に大生　析

確大　患　　　　　　　　がし度頂一　火定分聞か　分臣省　衝

立幅　を　　　　　　　　参ま各き億　臣外位ぃか　か・ロ　に

のに　拡　　　　　　　　加し相　｀円　にて大て願　れ大ビ　む

た増　大　　　　　　　　　した当伺位　直し臣下ぃ　て蔵｜　　け

●･，　　　･．　　　　　　　　８　　　７　　６　　５　　　４　　　　３

１　　　　　　　１　゛　　に国へ身延ス離離国人療特の才増小めl・，･，・＿　　S，　　　認際。障方タ病病立は研定拡来額光。

ｌ芦7｀4　　　　　　　　　　　め障制者白ヴ病の押し究疾犬滴し慢研

y‘　　　　　　　･･ご　　　て害限・治フ床研経な淑恵をへ　｀性究
’｀　　　　　　　　゛゛≒　　く者は老体をを究セい業治才学特を

　　　　～　ZL.―M.　　　　だ学や人単確増とｙでへ療すの齢定促

　.,‘ヽ　　　暴i　＿　　　さのめ・独保や治夕くの研め延制疾進

　Ｇ　゛’　　･･　几/:.　いたて乳のしし療｜だ湧究て長眼患し

　ｅ　．’｀･．．　　　　，．．－　゜めく幼医て　｀をのさ得・く　へ。治て

　　　　　　　　　　･･．．’　０だ光療くそす予い制小だ人十療く
　　;簒;　　　り，　　　事さ・費だれす算゜眼光さ院八研だ

，．･馮　　　　　　　　　　　業い母肋さにめを　・慢いか才究さ

　　　　　　　　　　／　　　予゜子成い必て増　費性．゜ら来車い

　、･｀’　　　　　　ｇ’｀｀　　　算　家制　゜要ぐ額　川特　通鴻業　゜
　,ヽmm .･’り　ｊ‘,｀･!、　　は　庭度 なだし　徴定　院かの

　　｀　　　　　　　“‘　　　全　な。　専さ　｀　収疾　治ら予

　　　　　　　　　　　　　面　ど難　門い押　の患　療二算

厚生省公衆衛生局九谷局長に陳情　　的　゛病　医　゜経　導治　へ○を

七六五四三二ー　　　　　　ち生れが生る　原電隋

ゝ　ゝ　べ　ゝ　ベ　ベ　ゝ　　　　　　に活　｀出方会出納市天沼

会昭昭昭第代開　　　　　　午相午席六員席友ガに和

則和和和六表会　　　zゝ　　後談後し名・者の谷恵互　　第
改五五五回委。　　総　　四の－　｀｀家は会駅ま十

正十十十以員午　　　　　時順時会会族北第下れｆ　　七

　五五回後挨後　　ふ　　半序開場員八は七車た年　　回

　年年年の拶－　　7x　　終に会の外十北回゛日十　　　j･

　度度度活　時　　ヽ4.　　了滞　｀明十五海総・昭一　　糸名

　収以収勣　こ　　　侃　　しり総る三名退会私日月　　ふ

　支降支経　　　　　　　　　まな会い名　｀かが学の二　　こz・

　修活決過　　　　第　　しく　ヽ大ヽ来ら開会午十　　開

　正動算報　　　　　　　　た進講ホ合資始催館後三　　4崔

　予方報告　　　　　　　　　゜行演ｌ計二っさホ　｀目

　算針告　　　　　　　　　　　し　｀ル一名てれｌ束｀　　さ

　案　　　　　　　　　　　　　　｀医は○　｀十唾ル京小
　　　　　　　　　　　　　　盛療熱六顧八しで九春　　る

　　　　　　　　　　　　　　会相気名聞県だ全段日

　　　　　　　　　　　　　　の談にののに　゜国。和

　　　　　　　　　　　　　　うと溢方先亘　膠国の
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てのと名立　上だ参割問　　　　　　　　十十　　　　十十十九八

島ヽ方現をし昭げだ加きの木　　　　　　　四三　　　二一　ゝ　ゝ　ゝ
夕々在擁ま和まきの御先日　　　　　　　　ゝ　ゝ　　　　ゝ　ゝ来来事
ま　｀会すし四す主方多生第　　　　　　　閉医　順　講裂賓賓務
す会員るて十゜催を用方七　　　運　　　会療－天　　望祝｀局
顧の増にか六　者加中　｀回　　　a!s　　。相休堂　演事辞顧報
開運加到ら年　とえを会ｏ　　　呂　　　午談　大　　項｀問告
の営にや九十　し｀｀員総　　　委　　　後｀憩学　　決祝ｏ
先に努ま九一　てか病の会　　　一回　　　四生｀Ｊ教　　謳電先
生―力し年月　誠よを皆に　　　貝　　　侍所　授　　　　放生
方方したを全　にう押様当　富　代　　半相　　　　　　露｀
拡々で経国　有にし方力　　　　　　　゛談　塩　　　　　木
深らかこ過膠　難多　｀に　｀　田　表　　　　　　川　　　　　支
甚ぬらのし原　く数又は来　　　挨　　　　　　優　　　　　部

痙御れ開会病　厚の速達賓　　　《，　　　　　一　　　　　役敬支るｏ員友　く御隔休の　保　拶　　　　　　先　　　　　員
意援支先－の　御出のの方　　　　　　　　　　生　　　　　紹
と全部輩二会　礼高地一々　蔵　　　　　　　　　　　　　　介

感賜役役○が　申をよ日　｀
謝っ員員○成　しいかを顧

挨て　存偏団存会者よを障　康直に政と　を確－ｊｊ不　の
拶総今じに体じ０のう世害明保し非府丿昨強立日はま幸膠念
と会後ま患とま還元｀に者年険のすに厳今くさも痙すな原を
致が役す者のす勣全又訴年一法企1=･はしの待れ早く　゜結病捧
し有貢゜諸連゜を参国見が九の図と財さ社望｀く　｀し果にげ
ま意一　兄携会従加際｀発八見がし政を会致友原恵かを対た
す義同　姉を貢米と障医足一直｀て再増情しの因者し見応い
゜に一　の強相以平害療数年し現福建す勢ま会が０膠るすと
有終眉　御め互上等者福しにが在祉のぱはすのわ数原患る存
難る努　協てのにｈ年祉まは審問０名か難゜解かも病者医じ
うこ力　力行結強のの　｀す十議会切０わ病　散っ増が数療ま

ごとす　をか束力趣テ社゜年さ中捨もでを　とてえ難ははす
ざをる　かねを座旨｜会膠をれのてと　｀背　言接続前著近゜
い念こ　願ぱ固もにマ保原目て臨　｀に物負　う本けでし年
ま願と　いための添で障前途か時公=9価う　日的てあく急
ししを　数む　｀とうあが患とち国費福騰私　の座かる減速
たま誓　しま全しよる後渚すま会医祉貴達　来治夕こ少に
゜しい　たせ国たう９退のるすで療もの患　る療まとし進

　てま　いん患い友障せ実国゜はの聖ほ者　こ法すにて歩　御し　と　゜者との害ぬ態際　他見域かに　とが゜変訟し

　五　　☆　　千　栃　兵　北　　　第　支　支　第
　ﾄﾞ４　葉　木　庫　票　七　郎　郎　六宣　堕

ぺづ　　
ル　∃∩万万　ル　　Ｊ　言　で　言　　０

一一　貝　　会　会　会　会　　会　議　議　会月　　総
○二日　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ょ　　･6ヽ
日日　　　　木五木五本五本五　私五か五加五主五や　　7x

　　　　　郎五郎五郎四部四　学五茶五菜五婦四五　　以順順　　　ょ牟よ午よ年よ午　会年の年の年会年五　s舌後

　　場　　丿五力三丿九夕八　館一水一水四館六年　ノ天天　　　出月出月出月出月　に一に一に月に月一　動の

　　所　　席三席一席三席五　て月て月て二て二一
堂堂　　　　日　六　〇　日　　二　二　〇　日月　経

　　　　　　　　日　　日　　　　　三　二　　日　　　二　過
　　出　　　　　　　　　　　　　　　　日　　日　　　　　三六六席　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ　報
名名者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　it
　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　Ｑ
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泥泥特了M M M AS.　　　　　　　　　　　　　　　　　五　　　　　　五
45 44集y48 42 41 40　　膠　　　　　　　　　　　　　　　五　　　　　　　四
　　号ヶ　　　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　年
　　　｜　　　五　　　　＿＿　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　ト　　　四年原　－○九八八七六四三三二一一○九九七六
　　　　　　　年　　　　月月月月月月月月月月月月月月月月月月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一一　　　　　　一　一一　一一一－一一一一一一　一一
七四二二〇七四月　発　六三一四二〇二〇一三四〇〇一三七二四
月月月月月月月　　、　日日日日日日日日日日日日日日日日日日
一　一二一一二　　送
五四九一三三〇日　　障事順順事事事事事順事事事項事順順頃
日日日日日日日　　　　害
　　　　　　　　　　　　煮務夭天務務務務務天務務務天務天夭夭
　　　　　　　事場　　福
??　μ　11　11　μ　11務　　　診局堂堂局局局局局堂局局局堂局堂堂堂
　　　　　　　局所　　館

　　　　　　一　人　　八七五六九五六四五五五五五五七四三五
四六五九九〇九　　　　名名名名名名名名名名名名名名名名名名
名名名名名名名数

　　　　　　　五　　　　　　　　　五　　　　第会膠朝会資　　虎
　　　　　　　五　　　　　　　　　四年事　五　原　計　　其46
　　　　　　　単

一一一　　　　　
年　　務　yﾄﾞごｽﾞIEぢ　∧，

七六五回三二ーニー○九八七六五四月　局　祉監預　そ依　　五
月月月月月月月月月月月月月月月月　　゛講　依聞の　　の単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業　座査頼社他頼　　一

事事事事事事事事事事事事事事事事　　務　講　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　　師　　　　　　　他　月
務務務務務務務務務務務務務務務務　　　　　　　　　　　　　二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　八
局局局局局局局局局局局局局局局局　　　　五五五五五五　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五五四四回四
六八五五五三二回二四二二五五六五回　　年年年年年年　　事

回目回目回目回回回目回回回回目回数　　一　一　　　　　　務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○六二八五五　　局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　月月月月月月
一二二二一一　一　一　　一一二一べ　　一一　二二一
匹二一三四二八四八四六八七元三三人　　七七五七五四　　九
人人人人人人人人人人人人人人人人数　　日日日日日日　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾こヵn　　　ﾌﾟｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　盟　　　　年　　　　　　五　　　　　　　　　　　　　　　五国　　一一
　　会　事　五省　　タ　　　交　　　　　関　四難　全一〇九八
　　　　業　年陳　　　１　　　流　　　　　す　年病　国　月月月月
　　　　協　　清一一見一一会　　　　　る　　団　団

三三　二会一一　二ー学－〇・九七六五国五回休　体事事事事
月月　月と月月　月月　月月連月月月月会月月連　活
一　　　　懇二二　二二　　一営一一　二清一　絡　　務務務務
七九　九談六〇　四三　一二委五四八六願○八協　動
日日　日会日日　日日　日日蔵日日日日　日日議　参局局局局
　　　　　　　　　　　　　　会・　　　　　　　　会　加

　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　⌒　　四六五六
厚連　年　日連　厚連　国運　六運厚連　健連絡　　回回回回
生営　金　本営　生営　立営　日営生営　保営称
省変　問　医変　省委　神変　　変省変　法要
談蔵　題　療蔵　　｀蔵　経蔵　　蔵随員　改蔵全　　一二一二

清会　学　社会　大会　七会　　会清会　正会館　　五二六二
　　　習　会　　蔵　　　ン　　　　　　　　に　啓　　人人人人
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一　　　　　　　　　　　　　　　一－一　　　　　　　　　　　　　　　一

全　　　　　　　　　　　　　　　障
国　　　　　　　五　　　　五　害　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
患　　　　ゥ　　五　　　　四　。午　　　役　運　　と　　　　　　員　　　五
者　　　　ム　　年　　　　年　略金　　　員　営　国　　　　　陳　　　年
家一　　　　　　　　　　　称改　－と　委　際　　　　　情

族○九七　三一九八七五　正　○懇九員九障八七五五　五四四
集月月月　　月月月月月月　すを　　月談月会月害月月月月　　月月月
会一一　　一一　　二ーすす　　　　一　六者　二二二　　二ー

　八三三　六一八九五二めす　四　六　日年八七五一　六七七
　日日日　日日日日日日　るめ　日　　日　七懇日日日日　　日日日

　　　　　　　　　　　　　　会る　　　　　　　日談

　　　　　　　　　　　　　　゛会　　　　　　　　会　役役役　年役代役役役　　　　懇　日　宿　共速達厚　衆総会
　員員員　金員表員員員　　　　談　本　泊　産営営生　議　計

　会会会　シ会者会会会　　　会　看　交　党委委省　院会監
　　　　　　ｙ　会　　　　　　　　　護　流　議員員陳　社　査
　　　　　　ポ　議　　　　　　　　　協　会　員会会情　労
　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　会　　・　　団　　　　　委

の国にこ明めのをこと捨０会現う次ご目全　　　　　　　　　三

テ際訴の年ね会食の相ても情在に第指に国　　　　　　　　　　｀１障え機にばがい情ま　｀と勢私なに導入膠　日S　　　　　　　全
マ害｀会はな従と勢っ公には達ジ発ごむ原　　　　　　五　五国
に年医に¬ら来めのて費福政膠ま展協ま病　和　　　五関西患
添の療更八ぬ続安も極医祉府原しし力し友　五　　　年す年者
う¬福に－とけ心とめ療もの病だ　｀とだの　　　　　　　る　家
よ璋祉社年思てしでての聖財患゜会会゜会　十　　七三国五族
う書社会国い来て膠厳見域牧者　員員こは　五　　月月会月集
に者会に際まま生原し直に再を　数皆の昭　　　　　一一請三会
膠ｏ保膠障すしき病いしあ建含　－さ間和　年　　二五順一
原完障原書゜たてとものらとむ　二んに四　度　　日日　日
病全の病者　患ゆ取ｏ企ず自難　○の　｀六　ヱ
患々後患年　者く組が図と主病　○ご顧年　運
者平退者゜　運たみあ左し防を　名協開発　a16　　実幹　健
。等をのを　勤め　｀やどて衛と　を力の足　葱　　行事　保
内と防実迎　をにそま物そ強わ　越に先以　計　　委会　法
部参ぎ態え　更はのす価の化唾　えよ生来　画　　員　　改
障加　｀をま　　に　｀進　゜高切牧く　　るっ方十　　　　　会　　　正
害＝尚世す　進友行　騰や策社　よての年　　　　　　　　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　思を従者　　　　　　（3）　　　　（2）　　　（1）ら睦明本則　い強来゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びをる会第　ま化以の　　Ｏ　　ＯＣ運　　　○　　○医の　いの膠に図いは二　すし上雇

う全支集毎毎営討蔵友会専療理会知専原社ち療膠条　　゜以に用
゜園部ま週月委議ののを門和解蔵識門病会病養原つ　　下結促
　患とっ火第蔵を和会開医談を釦を医医対気生病会　　の東進
　者会て曜二会行政事催｀会深よ習に療策の活にの　　運をを
　団員事日木　っを務すヶ　｀めび得よ講の原をつ目　　動固も
　休と務金曜　て受局る１生る医する演推因送い的　　をめ加
　と情を曜日　答付で゜ス活資療る医会進究るてに　　強｀え
　速報処日に　えけ電　ヮ福料関゜療並を明との　　　　力関　｀

　携を理に定　る　｀話　　１祉に係　記びはと共正　　　　に俳友　情交す事例　　゜運・　　力相し機　事にか治にし　　　　前諸の

　報換る務会　　営文　ｉ政て関　に¬る療会い　　　　進団会
　交じ局議　　委書　に会い　｀　よ膠゜法蔵知　　　　さ休会
　換｀　にを　　蔵に　よのた－　っ原　の相識　　　　せと蔵

　を又　役開　　がよ　る開だ般　てふ　確互を　　　　たの相　行関　蔵く　　　研る　相催ぐ社　正紙　立の高　　　　い連互
　な係　が　゜　　　修会　政　　゜会　し上　た栽め　　　　と携が

- ５－



　　　　　全i鍔籐病右の会第ﾜ回総会　　　　　　　　　　　　（7）（6）（5）　（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　a 2， 1.金。し難か友支ＯＯ広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国友共病るの部心機

　　　　　　　　　　　　　　　　　金脈金団のに脈゜会治要関報

　　　　　　　　　　　　　　　　　国書国体会話害　の勤貴紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　患年難　が勣者　財の科７
　　　　　　　　Ｓ・　　　　　　　者余病　加す団　玖推の膠

　　　　　　　　　　　　　　　　　｀改団　盟る体　と進配原

　　　　　　　　　　　　　　　　　家正体　　｀Ｏ　Ｘ　事を布し

　　　　　　　　　　　　　　　　　族を連　役　医　務は　の

　　　　　　「･･　・　口」　　　　　　　集す絡　員　療　局か　発
　　　　　　　｀･・゛、.’「　　g　　　会す協　を　福　体る　行

　　　　　　　　　　’・　　、,特発･ 、 実め議　派　祉　勢　　。
　　　　　　　　　　ｆ　卿芹’　行る会　遣　団　の　　年

八　　■　　　　　　　ヾ●　‘　゛　　委会　　し　体　強　　六
｝……,’　

置　

１　　ざ｀　’　員　　　　て　　と　　化　　　回

ｋ　　　　

ｉ

ぃ

ﾌﾟj七　言談毘　尚

　会費アンケート集計　　4.附　　　ａ　　２．　１．。　をめしは賛
　　　　　　　　　。　則　　　　　　　　会　得るてか幼年

　　　　　　　　　昭第追　口賛会新務会則　まこあか会合地域別賛成反対和10加　数幼費し局費第　しとるし費費

北海道　17　8五条　　は会六くへは10　たに会　｀を現

　　　　　　　　　五は　　随員○入納普条　　゜つ則賛単行　．６ヽ
東　　北　18　2　年昭　　意の○合入通゛　　い第成一三　こZ･

甲信越　11　1　一和　　と会円すす合　　　　て10を口六

関　　東218　13　‾五　　す費をるる費　　　　も条得一〇　貝U

東　　海　42　2旦皐　　≒と真言≒　　　ご心配]宵　変

北　　陸　３　ｏ　三四　　　　口局は　三　　　　か則た○に

近　　　　　　　日月　　　年⌒｀普　六　　　か追の円値　更
　　　畿　82　37　第よ　　　　一拍通　○　　　　し加でと上

中　　国　10　0三か　　　　○入会　○　　　　｀を　｀すげ

四　　国　４　０　回実　　　　○す費　円　　　　同次合るす

九1・7中禰1　18　O雲学　　　旨几　と　　　　言誓言

　合計　417　64゛る　　　　と　か　て　　　賛に規をと

　　　　　　　　　　　　　　　　し　人　事　　　成改定か｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　務　局　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　55年10月末現在の病名と年令別会員数

　年令　S LE　強皮症筋炎動脈周囲炎　シェーグレンリウマチ混合性膠原病そｏ他合計

10才未満　　Ｏ　　１　　　１　　　０　　　　０　　　０　　　　１　　０　　３

１０才代　　８６　　　１　　　７　　　　１　　　　１　　　４　　　　１　　７　５８

２０才代　181　　5　　7　　　1　　　1　　1　　　　8　　2　206

30才代　　255　　26　　17　　　　2　　　　9　　　4　　　　21　　13　347

40才代　　142　　47　　27　　　　5　　　　5　　　5　　　　14　　12　257

50才代　　78　　44　　22　　　7　　　5　　2　　　16　21　195

60才代　　18　　10　　　1　　　　2　　　　3　　　3　　　　6　　3　46

70才代　　２　　　０　　　０　　　　０　　　　０　　　０　　　　０　　０　　２

年令不明　　12　　　5　　　4　　　　0　　　　1　　　1　　　　0　　31　55

　合言十　　742　　139　　86　　　18　　　26　　20　　　　67　　89　1169

患者外ａ……３１名

総会員数1,20 0名

　男性患者108名
（女性患者　　　）

－６－



決算書および予算書

収入の部 54年度決算 55年度当初子算 55年度修Iﾄ川7算

Ｉ 繰越示 3 5 6.754 １９卵０９ 19ar>09

２ 八万な 口2,2 0 0 ６圓×187 loaooo 1000×100f， 81,6 0 0 600×136

３ 勁　費 １､８１ａ４００ 2.40 0 a34aooo 緊00×930 2.23 2,00 0 2400×930

１ 賛助こ費 16 0.000 2 0 0.00 0 1000×200 1 6 0,00 0 IO0OXL6O

－
;l 寄付詣 ８０２,６３０ 5 0 0,00 0 5 0 0,㈲０

６ 準備貨 - ６００,０００10周年記念 6 0 0,000 10周年記念

＝
ｉ 受取吋し iaO65 1 a4 91 ia4 9 !

８ そつ他 109,9 9 0
!円図柄つ話

はか
合　計 3,371,0 3 9 ４,９５Ｒ０００ a7sa6oo

支出　つ部 54年度決算 55年度当切ｆ筧 55年度修医予算

１ 支部助成公 5 1 4,00 0 ８００,０００1000×800 8 0 0,000 1000×800

２ 聡　会　費 37'1.64r, 50Q000 ５００､０００

３ 支部長公議費 300,000 3 0 0,000

４ 会　議　費 1 2,27 0 ５０,０００ 15.00 0

－ａ 印　刷　費 4 2 5.50 0 ８００．０００ 80Q000

６ 通　帖　費 ２９ａ３９０ 50卯00 ５００,０００

７ 服務消耗品費 ６５,８５５ i2aooo 4 0,00 0

８ 事務局　費 ２４０,０００ ３６０,０００ 2 40,0 0 0

９ 活動交際費 ４７ａ４６０ eoaooo 5oaooo

１０ 分　抑　全 ３５､８００ ６０,０００ 5 0,00 0

Ｈ 渉　外　費 24,8 3 0 3r.,000 10,0 0 0

１２ 資　料　費 2,60 0 ８０,０００ 2 0,00 0

１３ 県　㈲　金 ６００,０００10周年記念 ６０則００

１４ 洵　晶　費 ０ lr.ftooo

１５ 予　備　費 ０ ５０,０００

16 雑　　　　費 7 0,430 コピー &6 0 0

そ　の　他 3 6,750 膠原病の話

繰　　　　越 196,509

合　　計 a371.0 3 9 4,95政０００ a78a6oo

I監査の結果|ﾆ記の通力相違左いことを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査金井　昭⑩

－７－



兵家関愛神子栃群北　　　　　　　　　　　　　　運本
素禁今摺jや粟素殼蛮　　　　″″″″″″″″″言郡　

ル
支部口支県支支支支　支　　　　　　　　　　　　　員
郡　　・郡支郡部郡部　部　　。。。。。。　　　　　鄙

　　ク　郡　　　　　　役　　埼会東事事神：　　　　役
　　　　　　　　　　　。　　玉　宗務務奈　　　　　。　　　　　　　　　　　貝　　支計支局局川　　　　　只
　　　　　　　　　　　紹　　部゛部長補則　　　　　紹

　　　　　　　　　　　　　　　長　長゛佐支　　　　　　　　　　　介　　　兼　兼　゛郡　　　　　介

　　　　　　　　　　　　　　　務　務　　　長　　　　　　　　　　　　　　　゛　゛　　兼
寿岩樋富塩篠玉丸寺　　　　　　　　　　務

　戸口永池埼木江嶋　　　　若森松富寺俵塩川加河
　　　　　　　　　　　　　　林田本田山田旭村柏村

隆扶康愛一克朝正札　　　　　か

　美　　　　　　　　　　　　利よ貞保ゑ進一敏道真子子子子成治千江子　　　雄子子蔵み子成夫子澄

いすと　　　　　　　　　　　　　　束　全北変物国司順
ま　゜申　　　　　　　　　　　　　　京　国里応王立　天

す本し　　　　　　　　　来　　⌒中　難大大医病　堂　　来
゜日ま　　　゛　　　　　　　　会組夫　病学学科院　大
企はす

●●　

全　－　の会大　団　　大医　学　　賓国皆゜　゛‘　　　　　国　貫　会の通　休　　学療　　　　　・

若さどＩ　　　　　　代難　　　計司会　連　　　　セ　　　　　顧
地んうＩ　　　　　　安病　挨　監会　　絡　　　　ン

か第ぞてか委国　　委団　　　査を　　協　　　タ　　　　　問
ら七よいま員難御貰休　（（　をし　　　議　　　　１　　　　．　の
訟回ろたしと病紹　　連　拶　訟て　　会　　　　　　　略　先
に門口昌贈　　賢　　　　　　　　訟圭

だが訟てその連丸林議　　　しだ金　小袖東鈴横櫛塩　．　紹
そ芽願訃のは絡だ　ム　　　てい　　　　　　　　　　　順　介
う出いか‾現協き　孟゛　　　いた井　柿崎條木張本川　不
で度いま人在議ま　　　　　　る　｀　　　　　　　　　　　同
御うたすを二会し史　　　　゛尚　　孟禎　蝉脱博優゛
苦ごし小さ人代た　　　　　　　友
労ざま林せ居安全　　　　　　　の昭　史夫毅彦一史一

後ろて行こをに手緩　のど正引受非をと受て療痙でもはた　様
見ん全欧と取所当成そ通もと上益常理を益かやっ引出火よさで
直々面管仝ｊ得制ののむ　｀言げ者に由理者夕福て上さ変うてご
せ所的理約か制度際他で今っるに何に由負ま祉行げれ厳に｀ざ
とにに庁束わ限を　｀　｀あ参てと負としに指すのくらまし　｀先い
い問チとししを廃公火か議い言担痙てしと　゜問－れしい今程ま
う題工言て　｀設止費蔵ま院いっをく我て言健題方てた状私富す
こがッういそけす医大才でのたか矛々我い康でで私け況遠田　゜
とあ夕役まれてる療臣゜密か様け盾恋々ま保は　｀遠れだ恋さ
をるを所すをゆと割と　議ど左るを者恋す険今直のどと者ん
厚かしが゜来くか良厚　中う内と感を者か法国接生も思をの
生らて公子年こ　｀や生　でか容言し受を　｀に会に活　｀いめ御
省｀ゆ費の良と社老大　応分のうる益受財代でかが公まぐ挨
にこく医後予を会人臣　るか健こ訳者益欧表もか日共する拶
勧れと療本算合保医が　こ力康とでと者危さ色わに科゜状に
告はそ割年で意障療今　とま保です言と機れ々ｊ口金さ況も
し来の良二実し制成年　はせ険保けう言とる論のにがきとあ

た午結に月施だ良は良　御ん法険れこう言よ議あ厳相程言夕
文良果つにす覚の児予　存けの科どとこううさるしつ例うま
書以いいはる書中童算　じれ改をもにとこにれ医くいにのし
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　にか　確認い理れ　当け知言しこ医本則実あ度的疾ん言近を

とならつ認しえ大どそ局れのうろの療来し体国での恵方わい発

こっ敦ましたど臣｀うはど通勤｀中負０様をがは為治のれう表

ろて育かた従もが今諮迫｀夕告所に拉研に見一次の療御てちし

が来か私と来聖来開うっこ結も得所の究使て部い公研利いにて

米てら連言の域年かこてれ核出に得も目わみ負の費究用る何か

年い様をう財で度れといにのさ応制の的れる拍だ負事にそ等か

はま々めこ政なのてもるつ公れじ限にのてとしと拙業次うかま

先すなぐと当い予い－わい費てて　｀し為いそて　｀｀にっでのす

程゜分るも局と算るつけて医か必患ろのるうい研正つてす回゜

の　野生耳の｀細田はでも療わ要害と公のでる究確いい゜答こ

こ　で活新考又成会言す兄制ま座右　｀費ではわ目にてるこをれ

れ　非かしえこにのわ゜直度す費んそ負は次け的言はとれ出に

も　常らい方⑤関冒れ　しが゜用かう担次くでのう　｀思はすつ

富　に医状を田連頭て　を現そをらで制い一命為とあい取とい

田　厳療況あ会しでか　し在れ徴費次度か般るの公れまか言て

さ　　しかでらのて新か　　ろあか収用かと　｀のけ費費はすわう厚

ん　いらすた中指しま　　とからし徴っいこ福れ用負研がけふ生

の　状福゜めで祉いす　財ま御ろ収たうれ祉どを担究特皆う省

話　況祉　て確と総け　政す存とをらかをともま制目定さには

まで　てとっ障連てて出す　凰とのう　る次男この各く年障に

す　ヽ金行言て実の訟十で金に逆は相け国条者れテ国てｃ害あ

か一難かう安者吝か二戴皆難考の残祉れ際件対をｌが向で者か

｀つ連ねも心の団ま団いさ連見方念対ど障を策中マ様う　｀間ま

そにとばのし組休す休てんにさ向な策も害各と心Ｔ々十七題し

旦はしたをて織｀が約居方はるにがと　｀者国言テ障次牛のに九

百斯てら一医のそ｀五おの現を進ら旨子年でい｜男立間国取様

う様はぬ日療方れや万ま代在得ん国いれで作まマ者場に際力に

もなこともをがかは数す表十庖で連まをあっすとので亘障組｀

の非の斯早受やら夕千が富二いい決す目るてかし社障っ男も国

を常国様くけはそ斯入｀田団状る議か前わゆ社て会男て者う連

変に際に作生今の様の膠さ体良のの　｀にけく合子へ者障年とが

え厳障思る活斯他次患原んがでで方障しでそへれのが害はす決

玉し害い為出様多状者痛が参すは向男ごすの参が完こ者来る議

席い者まに来なく良き友い加゜次に者我゜ス加出金の問年Ｔし

心状年す特る状ののんのつし　い沿対国　夕が来参国題一国て

し況を　゜に様良恵中が会もて　かっ策の　　Ｔ出る加際に年際全

てと前　奮なを者で結を会居　とんとこ　　ト来様と障つで障世

相言に　闘状打成金集含議か　言もいう　にる次干害いは男界

祉いし　し良破は難しめにま　うのう言　な様障等年てな者で

極あ本　のとりい際害や部膠言腎っ方祝るそ身除重訳決もこが

的力法身－が１か障者るに原と疾て１力訳う体言祝で神うと　｀

にま成体致命をと害とか該病し恵　｀そ障で言除者し　｀を一゜受

雇すは障し全も言者言も当患て　｀内う言すう言福てこ含つ　け

．用　゜身言だ難つう年う卸し者こ心部言者けも者祉かれめは　ら

し身体者意連とこのもれ身さの疾除うとれのが法力をた現　れ

女体障福元に広と運のま除ん決患害方かどを様とま変決行　る

け障害祉で結い　｀勤のせ于の律｀者々聴も活々言すえ的の　よ

れ害者決あ集もつの概ん帳方ののでを力　｀用なう　゜て制我　う

ば者雇をるしのま中念がを々対三は対障こす社法典行度国　々

いを用姑わてにわでを　｀かも家疾現象言れる会神体こ上の　状

け企促めけいし障強拡も持こに患在に者は決的が的うの身　次

女業進身でるて害めげっちの凛がは作と元的資あにと矛体　を

いは決心す難行者ててとの決っそ呼らか来根源か言言盾除　作

　｀各と障゜病こと行行広方律てれ吸れ肢外拠とまいうが害　む

常事言言　団う言こくいがの居ぞ器た体部に言すまこ非者　だ

用業う者　体とうう運意い規かれのこ不障ない゜すと常諸　し

労所決対　の言力で勤味ら程ま内障と白言っまことをに制　て

働に律策　多うテはをでっのす部害も由者てすれ身可多度　ゆ

者債が基　くこゴ万国障し－゜除｀あの｜いかは体也いは　く

－９ －



ク体の０型埼にた　し矛政のつい取りこで働復の　でめどなの
との中が的玉とだこて盾は法まを上のろき省帰方先すともけ中
広結万障に県っきのはし進体り貴庁が｀るとす々日ねし　｀れ民
い束やば示のてま際特たまの　ヽわる入身休しるがの　゜てこば間
怠がはれさ富暮す時に制次枠斯さわっ体勢てこ労念　難０いで
味見ｊてれ士ら゜間運度いの様れけて障をはと働難　切対けし
でに全居た見し現を動をわ中次たにい害作肝が省連　の象なた
全更難か様産に在戴を早けで法といな者っ炎兜にの　患かいら
国に達まに婦く今い進くでし体言かい雇ての分肝合　者らと一
の必やす今人い中てめ変すかがう痙　｀用ほ患可炎議　さも言．
患要そけ医科　｀しもてえ　゜制こ報いだ慌し者能にの　ん膠う五
者でうれ療病或上う行てで度り告とか進いがでかあ　は原法脊
団あ言どへ院はげ一き行すと次が言ら法と積あかっ　外切律の
体るう　｀のの医まったくか言っあう労の陳極るかた　さのが身

がといこ不問療し述い為らいて夕こ働中位的゜次時　れ皆あ障
結同くう信題荒たべとに　｀まいまと省にににでが｀　てさや者
集時つ言とな廃様さ思念こするしでか肝行社すら肝　いんまを
すにかう言ど次次せい難うか為だ門こ炎っ会かも炎　る方す雇
心　｀○状うでん私てま連言｀に　゜前れとた復ら社の　わをけ用
゛lも団況も典八達９犬とう行そ　払を言と帰労会合　け姑れし

　きこと　はく安う恵顧程　戴地れ先　す期国どか者う医　と

　まと一回難厚心意ま問御回く域｀程本゜に隅　｀ら団も療一が
　すを給原病因し味れの紹厚様で全来日　大々や東体のと作詩

　　゜訃に病生のてでた先介病には国御回　事まは京がが福年に。　願今の者究医先条生のの訟各俯審原　にでかに賛同社四今
録　い後皆の明療生件方あ皆願地痙議俯　な拡こ集団かを月は
皆　しもさ一｀が方ののむさい域こさ友　　っげうっしれ目に大
テ　て頭ん致治受の中御まんしのうれの　てて言ててまざ情事
｜　　御張｀し療け御に長し方だ皆言だ金　いゆう集七しすさに
プ　挨っ全たのら協あ助だはいさう内の　るく理会○だ２んな
よ　拶て国願破れ力る等先塩とん理容皆　のこ勤を○゜全御っ

ジ　に行のい立るをと屯生川思方勣でさ　てとを同人こ国存て
　　かき難でがよ戴思右方先いもに更ん　はがもい以れ生じい文　えま病も進うきいか　｀生ま含もに方　次特った上に者のる
貴　さし患あむ｀なまま非をすめ積結が　いにとわのは家禄と

　　せよ者るよ又がすし常始゜て極東こ　か今日け方五族に思寺　てう０わう－ら　゜てにめ　参的をの　と日常で々十集７い
山　いと仲け｀日本そ非熱　｀　加に房総　思こ的すが二金位ま
゛　たい間でこも当う常心ざ　し　｀め会　いのにけ全のとかす
　　だう達すれ単に言に痙き　て各らで　ま時全れ国患い次　゜

　　　　　　1a 12. 11. la　　9.　a z a 5.　4.a 2. 1.
　　　に以

　　　訟上　単働の膠支心医は訪専医医蓋置全膠膠膠　　　ぃ昭　身け拡原給身学力開門療療額　国原原原
　　　て和　膠る充病と障の｀看医費憚ベ　ブ病病病　私

　　　決五　原膠　患そ害医長護｀公険・　ロののの　た　　　議五　病原　者の者療　｀制保費適ド　　ッ悍早原　　｀
全　ぃ午　患病　を範。保－度健負川の　夕門期因　ち
．　　た一　者患　含囲膠険’の婦拙外軽　ご医発究　の国　　し一　の者　むの原範サ払の対の波　と　｀見明

膠　ま月　公の　内払病囲ｉ充増染附解　に専とと　要
原　す二　営雇　部大息のジ　員疾帯消　膠門７治　句l
尚　’≒　ft ffl　（万岳｀　匠感泣I¨　泉石血石　雷

　　　　日　宅促　害　゛大漁　ょの療　　病院治研　事友　　第　へ進　者　の　方　る拡費　　セの療究　項

の　　　七　優　　の　福　薬　訪大の　　　ン適休の
会　　　回　先　　　更　祉　次　問　支　　　夕正勢推

　　　　総　入　　　生　于　ど　診　給　　　』配の進
　　　　会　居　　施　当　東　療　　　　　の毀確強
　　　　　　　　　設　の　洋　　｀　　　　　配　立化
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　　　五　　　　　四　　　　　三　　　　　二　　　　　　　　ー

スソ　｀　汐キダ｀　ヤビダ｀　ルンジ｀　タマクカダ｀

゜ウ全　ヲカイ肝　クイイ全　タガミ衆　ツガニイイ東

ジカ国　ォイ七炎　ゴタ七国　メアン議　マタケイ七京

ムイ多　イノカの　ハシカ腎　　トｙ卜院　スノインカ都

キヲ発　ノマイ会　ツマイ臓　モシウ議　゛ゴイミイ衛

ョシ性　リスソ　　　テスソ病　ニンノ員　カタヲナソ生ぶ二茄　万言ぶ　　ご二八昼叉　否こ孚＾　こﾆここ今回1　才兄

チク化　タスカ　　　フキカ者　ンテク寺　　ドウョマカ長

ョシ症　シノイ　　　ォカイ連　バタセ前　ウヲウガイ　　。．
ウゴ友　マゴォ　　イイノ絡　リライ　　　テコシタヲ　　電

こセの　　スノゝメ　　　ノノカ協　マセニ巌　ツコマノム

ノゝイ会　ニツデ　　　リイイ議　ジルバ　　ォロスヒカ

セカ　　　　テト　　　イツサ会　ョシｙ　　　　カトゴェ

ガイ　　　　ンウ　　　タソイ　　　ウヤタ　　　　ラ　トロノレ

ワヲ　　　　トゴ　　シウフ　　乙カイ　　　　ォモノニ

マイ　　　　ゴザ　　マノォ　　　　イシ　　　　イニゴア

サノ　　　　カイ　　　スゴョ　　　　クコ　　　　ノミ　ド｀タ

ミ　リ　　　　ツマ　　　Ｉ　カロ　　　　ツタ　　　　リナリ　リ

　マ　　　　ヤス　　　　ツコ　　　　クミ　　　　イサョ乙

一がどさう非か他貢と々　　　　　　　　　　　　　　　　　　六

層ごもきい常もののをの　　　　　　　　　　　　　　　オヨダ　｀

のざ　｀程うに羞会方心非　　　　　　　　順膠　　　　　イリイ東

活い難全方喜々に々か常　　　　　　　　天　　－　　　ノイ七京
勤ま病難針ばと見がら次　　　　　　　　堂原笹　　　リツカ都

をすの連でし会ら皆かご　　　　　　　　大病｝貝　　　イソイ難

が問の続いのれ様枇尽　　　　　　　　学　　　　　　　タウン病

願患題方けと運る－い力　　　ｊ　　　　　　の　　　　　シノウ団

い者にもて思営様　申で

P　　　　

こ.£4　　　　　マゴカ体

しさは訟いっを庖懸しこ　　　　　　　　塩´ロ　　　　　スパイ連

まん福話たて進問命上こ委またと　　　　　療　　　　ふツオ絡

すの祉しだ訟め題ゃげま貢したい本　　　　と　　　　　　テメ協

｀福とにきやてがっまでのたいう日　　川　　　　　　　　２デ議
と祉医なたまかなてす発方゜てこは　　　　日　　　　　　トト会

共を療力いすらぐが展々こ有と第　　　「t!11　　　　　　ゴウ
に守０まと　゜れ｀ら特し　つ　　　　　　セゴ

一る両し思今る地れにて会会う訃回　　支生　　　　　イザ

方だ方たい後こ道ま運来貢がご招の　　　　m　　　　　　カイ

我めのけまもとにし営だの運ざき総　　一ノ　　　　　　イマ

々に面れすこをして委こ方営いい会　　　　　　　　　　　ヲス

すを次に治ん自前っ人の近眼聞したま少て症だいがとの昨さ医

と勉間療すど分をてもはは原いてだすし一状くこ変今方年ん師

い強違養のんの知もな　｀か病ていい゜で通｀ととっ年はもがは

うしいしで増かっ眼か巷塵はいただ皆もや治しはてとど私無医

こ　｀でて　｀えかて原っはむ確ただわさ役の療てあ来でんはく療

とそすい患てっい病たこ性かだいけん立か　ゝ　ゝとてはどこ次の

がじた者いてま　｀のう格にきてで公て話そ私でい患んのる方

大て患の嘔っいす工でいが難ま　｀すかてをれは　｀る者進会様を

切積者でんてるしりすう変病すこけらいしかこまとさ歩でに受

で極さすは１病　｀テけ絢っで　゜れれだた　｀らこたこんし公努持

す的んけたす気今マれ気てあ　かどのだそ日で医ろのて話力っ

゜にがれだ　゜に度トどの来夕　　らも悪きし常は療が治かしして

そ医自ど　｀巷つは１　もこてま　三　｀いたて生膠相ご療りした　｀

の師分もそはい患デ　｀といず　○しとい皆活原談ざにままい－

よとで　｀Ｏ絢て者ス今をまけ　分ばことさの病でいつすしと日

う協絢子い気のさとは知すれ　位らろ思ん注全間まいのた思も

が力気れうは知んいどっ゜ど　のくをつの意般いすてでがい早

こしのはが医識のっこてとも　聞か来て療にのでも　ゝ　ゝまく

とてこ犬ま者が方だへい言｀　話まて公差つ原い細考去医す恵

は治ときまがども名行るう最　をんいわにい因たかえ牛学゜者
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ながスだと薬か北ししは日非るっが先にとていれりあま門す随

問･｀ト　゜い草い鮮いたい本常とて来日ながいは　｀まるだ医　゜外

題そラ今うのいで方ｏろでに中一ら　｀っ出ぐそ或す医不は勿　｀

にこり回の処のも法つい伺大国入れ私て米こうい゜師足さ論難

なでヤわで方が　｀がぎろかきでの　｀の来まといはま　｀しき　｀炳

っものだ　｀が庖漢心に今いなもかま所るすもうお･だ或て程医の

てェ学く今あい方るこまい問　｀医たにとと人医願　｀るいの燎解

いリ会し試ジ　゜薬かちで論題北者そ　｀思膠切煩い全いま決岫決

るテにのし｀たをとらや療に鮮さの中い原だ隨し田はす議設に

とマ呼所てェだが聞かっ法なでんあ国ま病と関ての医　゜に　｀役

いトばのいリ　｀ないらてがっもがとかすは思を　｀皆嶮しあ医に

う｜れ橋るテ北かたもいなて　ヽき北ら　゜｀い作そざ機かや療よ

こテて本とマ鮮便と　｀るいい膠ま鮮ちヽ　さまるうん関しま磯っ

とス行助言トでっこそ治かる節、しか医　らすよいがが膠し関て

でがっ教っ１はてるち療とと柄たらど　に　゜うう地や原だ　｀い

し非て授てデ昔い｀らの片うと　゜もき　冶そに完域え病様そる

た訪来がかスのる中で話わこい話川ん　療う勁生ててににれと

゜にま　｀りに満が国伺をれとうし事の　がいき　｀欧米関どか思

日天しオ１効州あてがし　｀そ０てが―　容うか或情て心うらい

本きた｜　しくでまも新ま私すはいあ団　易こけるざ訃のも専ま

　　　　　　　　　のラ暗思にまの増休らさとそさてこ究だ

　　　　　　　　　生り本いなすがえ一れき思のて行とさけ

　　零く　　　　　　　　存ャ先まっし見て万る程い－｀ぐとれで

　゛゛;Ｊ　勉　　　　　　率の生すた｀付来人と伺ま９膠こ思てな
　li‘）tかヽ９　　　　　　は統がとそかてのいいす一派といいく

⑤

｀賢九計ら　いれるい患うま　゜つ病とまる　｀

　　　　゛　　　　　○で聞　うかよる者こし第にに考すとt比

　　　．　　　　　　　脊はき　こらうとさとた一つはえ゜い界

　　　　　　　　　｀　｀ま　　と患に思んでらはい六１今う的

　　　　　　　　　十ェし　が者ないがし約ェてツす後こに
　　　　　：　　　　　年リだ　非さっまあた七り概の　゜治と膠

　　　　　　　　　後テけ　常んた才り　゜百テ括炳　療は原

　　　　　゛　　　　　のマれ　にがと　゛｀　｀私人マ的気　法　｀炳

　　　　　　　　　生トど　大永い原そはの|ヽにが　も非が

　　　　　.心　　　　　存１も　き生う囚れ口合ｊ．ぉヽあ　急常注
　　　　　１　　　　率デ｀　左きこはが本員デ話り　速に目

　　　　　　　　　がスオ　理をと　｀少全のスしま　　に喜さ

　　　42yﾀﾞ　　　　　　八の｜　　由すも軽し休方でしす　進ばれ
　　　　　　　　　○五ス　だるあいづでがすよの　歩し｀

　　　　　　　　　多年|ヽ　と様りもつ大か９うで　しい研

まあいそ昔のうまな出のでしかりてたか日常いびれさ私午まと

すたわれので病す泊来でもは軽力　｀けら｀にんてはんがはすい

しむれか様は気゜療るす難　｀ぐで今れ病厚軽し来昭は－と　゜う

｀のてらなな自そを様゜病日なものど気生くゃて和一番てェこ

今若い発重い休のナに本対本っョオもが省な痙　｀二週始もりと

度いま炳いかが他るﾌな当策ので｜　｜　い匪のっい現二間め生テで

は人才年病と　｀によっのを厚来ロスしく研てか在年でにきマす

五のが令気も全｀うた理や生てットかな究いとでの命診らト　゜

○ェ　｀はで思休伺にこ由っ省いパラしっ班る思はこがたれ｜こ

才り私大なわ的か左とはてはるでりこたでとい普と無工なデれ

Ｓテの休くれにェっ｀釦いアんもヤれと難いま通でくりいスも

六マ病二なま軽リたそそるメで皆もはい病えすのすなテとと目

○卜院○るすくテこれらのリナェそ日う対る　゜入　゜っ－いい本

才｜で才が々マとかくかカねりう本自策と縮のそた|ヽわりの

でデはＳ　もでっ卜なら　｀とや　゜テでだI殴を思か平ののＩれの成

ェス最四知すて｜ど早早かョそマすけをやいに均後でデでは績

リが近○れか来デだ期期ら｜れトしじしっま病寿んすスい　｀と

テみ中才まらてスとに発か口で１　｀ゃててす気兪だかのl fy一

マら学位せ今いと思十見っッわデアたまい　゜がにん　｀患しは致

卜れ生とん後るいい分がたパだスメくしろ先非近延そ者九五し
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ま様は状すェまど気んっ場いとｌし中ので夕がけトなよてそ】

たで｀で　゜リすうが゜て合まがデば止で急口いで１変う訟うデ

｀す慢発以テ　゜す起そい以す多スらしすに口だ発デ化で力いス

前゜性病前マ　れこのる外がいにくだ発マの病スがすまうを

は　ですはト　ばか他方　ゝ　ゝとなしらタ熱ィでしはきねすこ発

育　ゆる非｜　　よ　｀には特ど思ってすロしセすま　｀て　゜しと病

臓　　っこ常デ　い宣託　｀にういたまぐマ　｀チがす発いェ　｀でし

の　くとにス　かる娠薬ェしま　゜たにィ発ｙ　｀゜病るリ病大た

症　かが高の　といとにりてすこ発回の疹とそこすとテ気分と

状　進多い病　いは出庄テも　゜の熱複副がいののる思マが午い

が　行か熱状　う悪意意マ飲いよしし作でう人聞時っトか令う

主　しっがは　こ化をしトままうてた用き抗は重にて｜恋の人

の　てた出　｀　とすきな１恋　｀にっと　｀生風くはいデわ幅も

よ　くのてご　をるっけデけか薬いし思白物邪恋いまス変が出

う　るで　｀承　後゜かれスれぜでにかっ血賀をっろすにっ広て

に　こす重知　で　けばのばが発ェして球を引たん゜もてく未

見　とがいの　訃　にな休痙は病リ　｀くが飲い患なェ最来なて

え　が｀全通　話　しjｸ質らやすテそす滅んだ者きリ近てっい

ま　多最身や　　し　てまをなっるマのｊっだのさっテ大いてる

し　い近症で　し　病せ持いてこト後をた後でんかマきる来゜

状臨とこでうくと最そて｜の私をれ起識で査かこて今て或脳た

で床思と割こェい近れいデでた使てこ障すしがれいま来いのが

診検いもにとりう　｀かまスすちういや害゜たどはたでては症　｀

断査ま私早をテの子らすのけのとま　｀が脳らと－らまい主状最

すですたく聞マが供券゜診れ所いず中起のェい時急っる痙が近

るぱち治きト流さ型　断どとう　゜枢こ症リわはにたよ症目は

こ　｀　のるま１行ん紅　にも束こ治抑る状テれ原痙くう状にそ

とェ　診のしデしの斑　使　｀大と療経ととマた因撃丈でにつの

のリ　療でたスて間は　う鏝ででとのかしトの不を夫す左き他

他テ　のずといで昔　血近一すしェ　｀て｜で明起だ゜るまに

にマ　中けこ間るりか　清中緒゜てりあはデすでこっ　とす中

｀ト　でれれ違んンら　反枢に　はテる痙スが　｀し九　い　゜枢

検１　気どはえでゴ有　応抑や　大マい惨と　｀てて奥　うそ抑

査デ　がも子らす病名　が経つ　量トはが分そん倒さ　患し経

がス　つ　｀供れね。で　見のて　のｉ手起っのかれん　者て　｀

非に　い今さで伝す　つェい　スデ足こた内ん牝か　さ脳す

常な　た年んいこ染け　かりる　テスのっと血で゜家　ん０な

にる　こそのるれ性れ　っテこ　ロと麻たい液は　事　か症わ

進と　とん熱とが紅ど　てマと　イよ縁やうを左　を　増状も

歩度　だ左病いよ斑も　来卜な　ドぱが意の検い　し　えで｀
　　　　　　　　－

判けはェすしし患私体左は四るがマか尿と一が私今受が悪断し

るれ原リ　゜てた者はのっ病つの進卜どの゜つ分はのけ行くをて

様ど因テ　あ夕さ自四て気目で行Ｉう沈次はる四とてわなすい

にもがマ　げ｀ん分つ来が０すすデか涜は赤とっこ知れっるま

々　｀刊卜　て手にのをる重検゜るス　゜に尿沈思０ろらててとす

っ毎ら｜　　｀帳はと目　゜い査　とにそ赤のでっ検沢れいいと　゜

て牛なデ　療を　｀こ標以とは　価特れ血検｀て査山るまるも血

未知いス　養持そるに上い｀　が有か球査こいでのこすかに液

て話とは　０っのにし｀う補　増のらやでれる大検と　゜を　｀の

いしい難　参て価来て血こ体　え検抗白すかの休査と皆見病検

まてり病　考いを良治沈と価　　｀査核血ね多で病が思さて気査

すいこで　にるメェ療｀でで　まで抗球゜いす気あいん｀が・

゜るとす　　し方モリし尿　ゝ　ゝ　ぐす体や尿ががるまも薬よ尿

ど様で　゜　てににテて　｀多こ　なけ　｀円のど　重のすそをくの

うにす難　もは書マ行抗くれ　るれこ往蚤う　いで　゜う加な検

し　｀゜病　らそいトく核なが　とどれが白か　かす　い滅っ査

て少　と　　っれて】゜抗る少　滅もは出　｀と　　｀け　うすてを

病し　い　てをかデ　休とな　っ｀ェて或い　軽れ　検るいし

気づ　う　い記渡ス　　｀よい　て病リいいう　いど　査こるて

がつ　の　ま入しの　補くの　来気テるはこ　かも　をとか診
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皆そとェ昇で机そＴとＴたで机ェは机た休工複かる免病けと起

されにりさす休のりこりだも休り正休めがリ合らと疫気れいっ

んに左テせかでたｙろン｀｀がテ常はに少テ休補思学がぱうて

が向わマれら免めパがパ健異出マのリ補尨マに休いの起腎物来

一っまトば｀疫に球　｀球康常来卜机ン休く　トガとま言る臓質る

生てす｜ェ衰複悪のェと痙なて｜休パが左｜るいす葉のにかか

懸世ねデリえ合い働リい人机いデと球取るデ゜うけでで｀増ｏ

命界゜ステて休抗きテうは休まス異にら０ス　三れ｀す脳加こ

療中　にマいが休がマリ　｀をすで常よれはの　つど最゜がしれ

養で　フなトる出がいトンそ作゜は左っる　｀患　のも近　悪｀は

し研　らＩＴ来出ろ｜パれる人机机てたこ者　も　｀皆　く例血

て究　左デリる来んデ球を働間核休作めのさ　の机さ　痙え液

かを　いスンのる左スが抑きの机がらで免ん　が原ん　ればの

ら行　ではパでｏ理にあえを体休あれず疫の　くとも　ぱ｀中

れっ　す治球すそ由罹るる持てとｊま　゜複血　っ机問　脳腎に

るて　むるの゜しでる　゜リ　っはいます　合液　つ休い　に臓免

うい　と　｀働　て低方　ンて正うす　゜　休０　いとて　　｀が疫

ちる　い戎き　机下は　パい常異゜机　を中　て　｀訟　溜悪複

にの　ういを　原しそ　球るの常　休　作に　免そら　っく合

そで　こは上　と　｀０　　｀゜人々　に　る補　疫れれ　てた休

　　　　　　　　y1りVVゝ　　　　　　　　　ヽ　　　　　　友一よいでをよ違スロしとう

　　　　　　　　　　　　　｀.慨･．　く方ぐろす浴くうティか思い

　　　　　　　　　　　　　　　　友あない　゜び半［jのロドしうう

　　　‘‘　　　　　　　ｔ　　　　　っまっろけるらでィを今の治

　　　　　　　　會　　　　　　゛　てむて副れ程々　｀ドうので療

　　　　　　　　　　　　　　　　し少も作ど使かこはまとす法

　　　　　　　’｀･　　　　　　　ｊ　　ま友副用もえっれ　｀くこ　゜か

　　　　　　　　　　　ｉ　　　。　うい作がごばたは病使ろ　う
　　　’　　　　　　　　　　‘　　゜と用あ承病も非気う　｀　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　そ今でる知気の常のと治　く
　　　｀　　　　　　　　　　　　　　こ度どものはでに状い療　見

　　　　　　　　　　　　　　　　ではうの様治す大態うは　付

　　　　　　　　　’　　　　　　今病かでにるか事にこご　か

　　　　こ　　　　　　　　　刄ち、　　は気在学スとら友よと承　る

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　大のっかテ思　｀こっが知　の
，　　　　　　　　　　　　　ｉ　　休進てらロっスとて第の　で

　　｀、，‘　　　　　、　　，Ｆ　　ど行し　｀ィてテで使一様　は

　ψ　　　　　　　9,1;　　4’　　　うがま病ドい口すうでに　な
齢≒　　　　　　ａ　　＝　．･･　　い止う気にたィ　゜量すス　い

　　ｔ　　　　　　　　　　　で　　　うら　゜ははのド昔がねテ　か

取のや私恩たんと工費らしン剤スれア使口左る冒なは先やと程

り病っのい　゜とい透臓なかとをテがメわィい゜さいも程夕が度

除変てとま菅低う折のいしい使口今リカド｀費れ゜っ訃方判で

いの訟こずに下方が働○　ゝううィの力いはそ臓てつと話をっあ

て原力ろ　゜比し法出き　副訟゜ド治でで使うもいぎ大ししてれ

｀因まで　べて屯来が　作薬こで療はすっい冒るに量たて　｀ば

代とすは　てもある低　用がれ十法アまてうき程｀の中いどど

む左　ｏ　べ　す治る様下　にあは分でスせも内れ度腎ス枢るこＯ

にるこ血　い療゜にし　は心ィにすピるう臓てに臓テ神の０位

い血れ漿　分出こたて　十まム効゜リ　゜んのいよが口軽で訟使

い液は交　よ来うやき　分しラか　　ン　と病痙っ冒ィのす医え

血の　｀換　くるし　｀だ　にてンな　を　量変いてさドェ　゜者ば

漿中工療　痙様てとと　注　｀とい　使　か０　｀使れをり　　さい

をのリ法　っに費きき　意かか時　っ　少左脳うて使テ　んい

入免テと　て左臓には　しな｀に　て　左いも量いわマ　でか

れ疫－い　来っのは｀　たむェは　い　く人冒かるたト　も　｀

て複トう　てて働腎最　け良ｙ免　ま　　｀はさ違とい１　　そと

や合１治　い来き臓近　れくド疫　す　或　｀れクきとデ　うい

る休デ療　るまが移は　ぱ効キ抑　　゜　いスててに効ス　いう

のをスを　としう植人　なくサ制　こ　はテいくはかで　うこ
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非テ新い次次相スっ人とて患戻跳減増険すスてもてス世いしの

常マしてにこ談テてが危い者ら現らやなけテいっいに界くかで

にトいかェとし口　｀いいるさな象さしんれロまとま対的つしす

大］こ話リはてイもると　゜んくとなてでどイすいすしにか　ゝ　○

事デとしテし　｀ドうの思スのないいもすもド゜い　゜ても間血こ

なスでまマ次白の元でっテ中るっといね投に　治いは腎題漿れ

こではすトい分量にすて口にんていい゜与就　療ろ　｀臓はがば

とは次　゜｜ででに戻゜自イはで病けでス量て　方い血の残た私

でやい　デい急つらそ分ド　｀す気なすテをは　法ろ漿症っかは

すっか　スたにい次うでがェねがいが口急　｀　に研交状てな有

゜ぱも　０だスてくす勝恐リ　゜急ｏ　ゝイにこ　攻究換がいか望

しち知　療きテはフなる于しテ　に急減ド変れ　るしがあま手だ

か安れ　養だ口訟つとにいマ　悪にらをえも　だてかるすにと

し静ま　生いイ医て　｀飲とト　　く減す増石ご　ろまなェ　゜入思

ことせ　活と卜者しうがいｌ　　なら時やの承　うすおり　　らい

れいん　の思をさまんのうデ　ｊしにすが知　とか使テ　なま

はうが　注い減んうとを話ス　　｀まは時非の　私らわマ　いす

病こ　｀　意１らに゜悪止をに　もす徐は常こ　はそれト　な　゜

気と工　にすすよ　くめ閻羅　とと々急にと　信のて１　　ど

のはり　づ様く　　なるくっ　へ反にに危で　し内来デ　　｀

皆トん今いザ伺にこ又さもらかま燥だこ膠と思丿病かｊうい程

さ１がでうを故なの　｀い　｀す　｀すしけれ原いい安気すまつる度

んデ　｀はこ食かる間食゜体ぐ寂　゜だ日か病うま心をこすにとに

もスモアとべとと　｀べ　をにいそ寝当らにのすす余と　゜度　｀よ

自にの力でる皮いア物　乾乾はれ具丿寒はが゜るりで病丿粒る

分罹他ザすと膚う力は　いい汗かでのく寒天その心す気病神の

のる　｀を　゜日科こザ今　九九をら休いﾌなさ事れも配゜の気的で

組物貪食　光０とをの　緩着か同むいっとでかいし　程にに｀

験もべべ　に先を貪と　い物くじ゜｀て厘すらけす　度悪イあ

があ物る　対生聞べこ　状にと様布子来気ね病なぎ　にいラん

あるにこ　すにいるろ　態替いに団しまが゜気いる　応彭イま

っかよと　る間たと制　にえう　｀乾てすも　のとの　し響ラカ

九もっな　過きのェ限　於て様外燥乾けっ　方いも　てをす安

ら知てど　敏までりは　く　｀度で器燥れと　はうい　　｀与る静

｀れは余　症しすテあ　よそこ両度しども　衣こけ　適え　｀々

私ま　｀!フ　がたがマか　　うしとにんたも悪　食とな　当る寂々

共せェあ　起ら　｀トま　にてがぬか部’｀い　住にい　にこいと

にんリタ　　こ　｀そＩせ　し伺あれも屋出の　のたし　休とはい

教゜テま　るアれデん　て時っるあで来で　注る　｀　をもゆっ

え　マせ　と力はス　゜　下でたとむ乾るす　意と余　動あうて

そさ子るや沈口医てが注にそととし症がかテ入多ﾌtそす者０て

れんさのまがイ者よら意フなれよとかでなとマるいこれ゜名機下

ともんですよドさい進し力かく　｀しすけいトののとか　ん能さ

一努がずくのんかめてまら相両　｀゜れう｜でははら　のがい

緒力どけ妊な量のとて｀す妊談方工　ばとデす歯惑工　指悪゜

にしうれ娠っが意いい内の娠し重り　い｀ズを染り　示い今

大てしどして一見うた科でとて痙テ　け抗がそ抜症テ　で方の

事出てもない日もこだと　｀出下っマ　痙性悪うくとマ　やはと

な産も　｀いる一違とく産そ産さてト　い物くす｀いト　　っ食こ

こす欲今方と○いに　゜科うとい来Ｉ　　°質たるそう｜　　て塩ろ

とるしのぶか叩まつどのいい゜まデ　かをるとうこデ　いを食

は様い様いい以すいの先うう　すス　ぜ充゜惑いとス　た滅べ

｀にと左いろ下゜て程生時こ　のが　ひ分子染う　゜に　だら物

経しい時こいとけは度とにと　で起　き使れ症時日つ　きすに

口まえ代とろかれ　｀のよはが　　｀こ　　・ロでに　｀常い　た滅つ

避すばではな　｀どい方くひ悪　訟る　肺てはな微生て　い塩い

妊゜｀才分条或もろが相と化　医と　炎惑どｊ菌活は　と食て

薬　訟とっ件い　｀い妊談つの　者い　も染う　｀がで　｀　思をは

｀　医｀てがはスろ娠し充原　さう　惑をすェ休一大　い訃腎

ピ　者かいあ血テ釦しな分因　んこ　染防るりに番事　ま医臓
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そ物そ気れ強か来い硬　　中ェでらい工他｜とま法道がまこル
れをれ｀ど皮なるたく強　にリ申れまりのデいたを妊もたれは
か飲か肺も症ら゜の鹿皮　一卜しるしテ方スう　｀用をか　｀をか
らみら紬｀０す　てる症　三マまのたマ法の０人いさまェ使な
腎込｀維生内　｀　す病と　九卜すでけトで悪は工てれすりうか
臓む食症命臓内　け気い　人Ｉ　°｀れ１道化　｀流頂る　゜テと広
のの道でのの臓　れだう　釦デ　ちどデ任の妊産き時　マェく
合が｀す危変を　どかの　らス　　１もスを原娠もたに　　トリ使
併不胃ね険化調　もらは　れの　っ　｀のし因・こいは　　｜テわ
症自　｀・０にべ　　｀大　｀　る次　とそこてに出れのピ　デマれ
で由に　あはて　内し今　とに　他のと頂危座はでル　ストて
高にも　るい頂　臓たま　の強　の他できむと危すを　が１い
血な病　のろぐ　にこで　こ皮　柄の三たま同役゜使　起デる
圧夕変　はい必　もとは　と症　気膠○いすしで　わ　こスの
やまが　やろ要　病た　｀　での　の涯分と　゜にす　鹿　るがで
｀す起　はあが　変いた　す方　話柄終息　工ね　い　と悪す
尿　゜こ　　カカあ　がとだ　　゜が　をのっい　　リ　゜　で　いぐけ
毒　丿　肺ま力　起息皮　　会　駆方てま　テ　　他　うなれ
症　　｀　のすま　　っっ膚　　員　けもしす　マ　　　の　報るど
が　食　柄けす　ててが　　○　足訟ま　゜　ト　　方　告｀も

こまつ　てま強にい広とて強血入そ感そででたそる話そ険り起
れすぎ　下す皮なすくく来皮液浴こ染れすすんし病しれでテこ
も　゜に　さの症るれ使にて症のすで症かかね傷て気たかすマる
昔　　｀　いではと　｀わ　｀いに循る　｀にらら　゜あ　｀でとら　゜トこ
は　多　　゜｀非思いれぺまつ環こい罹　｀｀　と針す思　｀　１と
生　発　　療常いろてニすいをとつむ皮と　がや゜い強　デが
兪　性　　養にまいいシ　・てよはで易膚く　出灸　ま皮　スあ

の　筋　　相大すろまラ　もく　｀もいのに　来を　す症　とか危　炎　　談事゜々すミ　新す皮休゜抵注　るや　がに　同　｀
険　　｀　　　の痙　薬゜ｙ　　しる膚を　抗意　とる　　｀つ　　しこ

が　皮　　　と膠　が　は　いこを清　力し　痙の　非き　様うあ　膚　　　き原　普　皮　治と清潔　がて　かで　常ま　ない

る　筋　　に病　通　膚　療に潔に　低ほ　たす　にし　治う
病　炎　　もに　に　を　法なにす　下し　かけ　于て　療こ
気　の　　　よな　使　軟　がるする　しい　治れ　足は　をと
で　方　　　ぐっ　わ　く　次とる　゜　ての　力ど　が｀　しが
す　が　　話て　れ　す　々思こ　　いで　にも　冷去　なあ
゜　か　　を来　る　る　にいと　　　るす　く　｀　九牛　いれ
　　ら　　聞て　よ　○　出まと　　　の゜　いい　くも　とば
　　れ　　いい　う　で　来す｀　　で　　のヮ　な訟　危エ

こ原うそ療そいすそそ血いべこい殺そ法るこテこわかたでで会
れ病ののしうる　゜うの液るてれう近れをのれ口のれましす　｀員
は。で中てい場そい他を゜見は方はか始でかイ病ますがこに
血Ｍちでいう合のうに調　る膠がいらめ　｀らド気すのに　れ｀
液Ｃ　Ｉ　｀くも　｀よ患いべ　と原増ろ先て早　｀とに　゜で今　だ八
をＴつ会c c重う者ろる　い病えん程下目こ免つ　　｀は　け六
調Ｄと員では複左さんと　ろのて痙話さにの良い　今｀　で人

べ｀゛訟のす一症｀んな抗　ん診来膠がいリ病抑て　後治　ものまとど中゜つ候いが抗核　な断て原あ　゜ハ気制は　明療　昔患
すいろに　　｀群ろ見休抗　　｀がい病や　　ビで剤｀　かが　は者
とうき六　－とんつが体　膠発まをま　　りはと治　る非　考さ
Ｒ病ま七　つい々か出　｀　原達す－し　テ　｀い療　い常　えん
Ｎ気し人　のい膠ってリ　病じ緒だ　　Ｉ筋う法　見に　らが
Ｐがたも　病ま原て来ウ　のだ　に様　シ肉こは　通進　れい
抗あが訟　気す病きてマ　症だ　持に　　・のと主　し歩　なる
体力　｀ら　に゜をていイ　状め　っ｀　ン萎にと　がし　かと
とま混れ　つ　合いるﾄﾞ　を　｀　てた　　｀縮なし　あて　　っい
いす合る　い　併る　゜因　伴よ　いし　運が夕て　る来　たう
う　゜性と　て　しの　子　　っく　　るか　励起ま　｀　とて　ここ
特　膠い　治　てて　　｀　て調　とに　療こすス　思釦　とと
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御をなに会大てい療今そさ大とあいけとで混ののェこく別

情終生一に休帰い養日のれ体いか病れよは合症病リの診な

聴る活午は時っ療相こ他だェう　｀気どくい性状気テＭ断抗

有こを間｀間て養談こ　｀方リこやとも痙ち膠ものマＣ出核

難と送療もも下生でにシがデとはは　｀るば原混症トＴ来抗

うにら養っ来店活い専ェよマがむい私とん病じ状ＩＤる休

ごいれにとまいがろ門｜いト分｀えたい軽はっとデとよが

ざたるは元じ出いのグと｜や相々ちわい見た　｀スいう比

いしこげ気た　来る先レ思デま当いのれ病つ病と　｀うにて

ままとまにが　る釦生ンいスし大゜とて気か気き強の左い

しすをれ痙　｀　様話方病まとた事とこいでっでに皮はっる

た　゜訃るっ皆　にしがなす同　゜にきろ唾　｀たすは症新たの

゜　祈こてさ　十を訟ん゜じ　しにでしス時゜慢　｀しんで

　　ｊとかん　分間らか　様　左は見たテは　性皮いで　｀

　　し　｀集は　痙いれも　に　い腎て　ｏロ　ゝ　関膚病す最

　　てそや　｀　知たまあ　考　と臓も　イ膠　節筋気ね近
　　｀しに来　識夕す心　え　いの決　　ﾄﾞ原　り炎で゜こ

　　私てた年　をしのま　て　け病し　を病　ウのす　れ

　　０幸るの　持てです　治　左変て　使０　－三が　が

　　話福様総　っ　ゝ　ゝが　療　いも軽　り中　チつ　｀　よ
　　　　　　　　　　　ゝ

　　　　れ　　　　　　　　　　　　　　　参会｜

　　　　て参本兵京大愛神千束埼栃群北加議ホ一

④③②①　加却庫都阪知奈葉京玉木馬海者がテー
　　　　　者　県支支糸川糸支糸糸県道は行ル月　　開支

゛友支会　全　支却却支糸支却支支支支次ゎに二　　催部

のの却費　員　却　　却支部　却却郡部０れ釦二　　　゜

他会会問　で　　　　　　却　　　　　　　通１ぃＨ　　さ長

　の費題　こ　　　　　　　　　　　　　　　心して午　　れ　．

　組とに　の　　　　　　　　　　　　　　てた支後

　織支っ　会富寿高値富塩篠河森玉大寺ず却二　　ま本

　と却ぃ　議田　田口永池崎村田木沢鵠゜　長時　　し部

　運肋て　の●　　●　●　　　　　●　　　　　●　　　・よ　　　　ロ

　営成　　¬寺　若布　　　　若　　　　長　　本力　　た役

　に金　　議山　戸引　　　　林　　　谷　　却｀　　　　＝

　つに　　題・　　　・　　　　　　　　川　　運東　　　貝

　ぃっ　　こ俵　　山　　　　　　　　　　　営京　　　会

　てぃ　　が田　　田　　　　　　　　　　　委フ　　　　ヾ
　　て　　　選・　　　・　　　　　　　　　　　　　　員ァ　　　　カ

　　　　　出桧　　菊　　　　　　　　　　　　合ミ

　　　　　さ本　　哉　　　　　　　　　　　　同リ

方ロか部　すとでのが会本部よ務主　　　　　、，　　幽雌芦
法ッの間こるとは息度計部長夕手な　　.jト呪¶　■naf』　　.

もタ友にのこ　｀あ見さ担とよ一統内　　‘万端謳‥万一……ヽ･j’･

考にの訟問とごむもれ当しか部き容　　　4jjμ恋ｼﾞ帽

え訃会い題と理窟Ｔ｀者て息混上は　　　該駆レ

てぃ運てに々解す患長には見乱７｀　　　ぞ　ｼ………4･;･･.

訟て営交つｊをが者時よ全がを膠会　　:･y「‘」｀ブ

らはのわいま頂　｀会間る会出１原費　　|に

れテ方してしき友と計現員さねＬ値　　ヌy

るス法度はた　｀のし議況へれい誌上　　　　　　　．，

こトもが今゜翌会てさ報のまた上げ　　　　　　　jS防、

とヶ北ら後　口達はれ告ァしこ発に　　つl

l

4を　ｊ‘ぃ　　加

が？海　｀共　０営もまをンたと表つ　　　．Ｉ?、､．･･･‾｀‘　ダ　　　ド

説ス道昭　｀　総上っし基ケ　゜ににい　　ｊ゛ごt

lllk

・
明と支利息　会やとた本１　基よて　。。＿4　　　　

tj

’ご｀

さし部五見　にむもがにト　づるの　　‘　　　‾゛。ｌ　しヽ-wJ*"

れこと六を　釦をの　ヽ内結　き不本　　　　　　　y　　｀‘｀｀i

｀の関年本　は得こ¬容果　　｀于部　　　　　　１
．

どiiil

支営ブよ支　やこｌ　対明　｀　支に事　゛g:？

17



　　　　　　　　　　　　　　　思いば場まやと　まの部

　　　　　　　　　　　　　　　わななでちの県会し公共

　　　　　　　　　　　　　　　れがら遥ま補当支た０に

　　　　　　　　　　　　　　　まらな勣ち肋局部゜今本

　　　　　　　　　　　自み豪　す各いをで金独に　後部

　　　　　　　　　　　愛な雪　・特時続あや自知　のの

　　　　　　　　　　　下さ　｀　　殊でけ力　｀のか　あ役
　　噛7徐　　　こ回付几]且バ

　　　４　　　　　　　　　　まく舞　　活　｀運後個方し　を拉

　　　､y　　　　　　　　　　せれ申　　勣本営の人もて　考の

　　　　　　　　　　　　゜ぐし　　が部も支に異も　え意

　　　　　　　　　　　　れ上　　期支考部対座そ　て志

　　｜　　　　　　　　　　　　もげ　　待部え活すっれ　行で

　　　　　、　　　４　　　　　｀ま　　さ共て動るてぞ　く全

　　　　　’‘　　　　　　　　　こてす　。れに行も福訟れ　こ四

阿　　　　　　

ｏ返る陥か各社夕の　と

　　　　　　　　　　　　　　　田も力万々手　｀諸　に原

　　　　　　　　　　　　　　　記のしけの当京間　万病

　　　　　　　　　　　　　　　゛と合れ立もよ蹟　丿友

　　　　　　　　書　籍　の　御　案　内

印　原　特　集　号（本部発行）　　２００円　　送料　２００円

　　　　　特集２号（　　//　）　　８００円　　　μ　　２００円

印　原　病　于　帳（　　〃　）　　２６０円　　　μ　　７0円

印原病のはなし（保健同入社発行) 1,2 0 0円　　　//　　２５０円

　　　　　　　　　　（塩川優一先生著）

　そ以上申込先本部事務局へ

闘　１　号（関西ブロバク発行) 3 00円

闘　２　号（　　〃　　　）５００円

　曇中込先〒５７３　枚方市香里ヶ丘3-16　B 12-10 1　松林文子宛

⌒　⌒　ご総向こか新害友佳新北まそ川録編年編　編　意会っめらし者の者年国しし先を集来

集　集　見特ててみい年会とをでたて生原作・

委　責　ご集歩努ん明Ｌもし迎は塩原と積業午　編

員　任　感号み力座日で十１え相川積の化に始

゛　者　想と始しでへす年しる次先の達し取の

　　゛　を新め互恵向゜目てこぐ生修絡てむ釦　集

　　　　釦年まに者っ　を思と牽に正に下組忙　ｚ

　　　　寄号し励でて　迎いに雪改に走さむし　後

富　森　せがよまた今　えもなにめ釦っっこい

田　田　下－うしぐ－　るよっみて時てたと時　　翫

・　　か　さ緒゜合左度　今らてﾌな訟間下寺にに　　”

寺　よ　いに　いる　｀　年ぬしさ礼をさ山ﾌな７

山　子　　゜左　新日北　はこまま申さっ事丿膠

・　　　　　タ　　しへ国　　｀といさしいた務　｀原

俵　　　　　ｉ　いのか　－1で｀ぞ上て河局テ47

田　　　　　し　十願ら　国す関大げ下村長｜号

　　　　　た　年い南　際゜東変まさ委・プＬ

　　　　　が　にを国　障　在なすい員塩集の

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
五
三
八
号

発
行
人

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
砧
八
１
二
十
一
１
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
価

　

八
〇
円

－18


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18

